
平成１８年 平成１9年 

２３

６１６

９60

２０

557

９40

平成19年度のごみ収集量　151.7万t

直接焼却ごみ　143.7万t

焼却灰　　　　　29.9万t

埋立処分　　　　29.9万t

家庭系ごみ　55.7万t
普通ごみ　　　 　49.4万t 
粗大ごみ　　　 　  1.2万t 
資源ごみ　　　 　  2.9万t 
容器包装プラスチック　2.2万t 

環境系ごみ　2.0万t
道路清掃ごみ　　0.4万t 
街頭容器ごみ　　0.3万t 
不法投棄ごみ　　0.8万t 
河川清掃ごみ　　0.5万t

事業系ごみ　94.0万t
事業ごみ　 　85.9万t 
持込ごみ　 　  7.5万t
臨時ごみ　 　  0.6万t

焼却処理　　　147.6万t

資源化 
3.6万t

資源回収 
5.2万t

金属回収 
0.5万t

破砕 
2.8万t

可燃物・残渣 

2.3万t

不適物・残渣 

1.6万t

再資源化 
アルミ製品・ガラスびん・ 
プラスチック製品など 

再資源化 

鉄・アルミ製品 

（注）「家庭系ごみ」： 一般家庭などから排出されるごみ 
　　　「事業系ごみ」： 事業活動などに伴って排出されるごみ 
　　　「環境系ごみ」： 道路清掃などにより収集したごみ 

大阪市のごみ量の推移2

　大阪市は、事業所数及び人口１万人あたりの事業所数（人口に対する事業所の割合）、昼間流入
人口（昼間人口増加率）各々が政令指定都市で最も多くなっています。
　このような地域的特徴を反映して、ごみ処理量に占める事業系ごみの割合が約６割に達しており、
全国平均の約４割を大きく上回っています。
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家庭系ごみの組成（％） 事業系ごみの組成（％）

事業系ごみの建物用途別組成
（減量計画書による平成19年度実績）

        （平成18年度家庭ごみ組成分析調査重量比より） （減量計画書による平成19年度実績）
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